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栄村教育委員会活動の点検及び評価について 

 

平成１９年６月に学校教育法、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、教育職

員免許法及び教育公務員特例法の教育三法が改正され、改正教育基本法の新しい教育

理念を踏まえた地方教育行政が行われることとなりました。 

さらに、平成２６年１２月には地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部が

改正され、教育委員長と教育長の一体化など教育委員会の責任体制の明確化が図られ

ることになりました。 

これらの改正で、教育委員会が効率的な教育行政を推進し、説明責任を果たしてい

くために、教育委員会は自らの権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、公表すること

が義務付けられました。 

以上のことから、栄村教育委員会は、平成２８年度の主要な施策や事務事業の取り

組みについて点検及び評価を行い、報告書として作成しましたので、提出します。 

 

 

 

 

 

平成２９年１２月５日 

 

栄 村 教 育 委 員 会 

 

 

 

 

  



 - 2 - 

平成２８年度教育委員会活動の自己点検・評価に関する報告 

 

点検・評価項目 

① 教育委員会の設置、委員及び会議に関すること 

② 就学相談委員会に関すること 

③ 育英資金に関すること 

④ 学力向上に関すること 

⑤ 学校施設等の整備に関すること 

⑥ 社会教育、公民館に関すること 

⑦ 青少年健全育成に関すること 

⑧ 社会体育に関すること 

⑨ 文化財等に関すること 

 

 

点検項目① 教育委員会の設置、委員及び会議に関すること 

事務概要  ・平成 27 年 4 月 1 日施行の改正法律により 5 人の教育委員で構成された組織

が、教育長の教育委員としての任期満了に伴い、平成 27 年 12 月 26 日付け

で委員長と教育長を一本化した新たな「教育長」として選任されて、教育長 1

名と教育委員 4 名で構成された教育委員会組織となった。これにより委員長

職は無くなり、新「教育長」が教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表

（会議の主催者、具体的な事務執行の責任者、事務局の指揮監督者）するこ

ととなった。 

・平成 29 年 1 月 14 日に石塚彰雄委員がご逝去された。（年度末現在、委員

３名） 

・教育委員会の会議は、毎月１回開催し、外に県教育委員会との懇談会、小

中学校への訪問、行事等への参加がある。 

評  価  ○ 教育委員会の会議は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に規定す

るもののほか、栄村教育委員会会議規則の定めるところにより行っている。 

 会議では、各学校の運営状況、児童生徒の様子及び国・県の教育行政の動

向など、最新の教育情報の把握に努めながら、栄村教育の安定的推進に努力

している。小中学校の特別支援学級への入級など支援を必要とする児童生徒

については、個々の状況把握に努めるとともに関係機関との連携を図ってい

くなど、諸課題について、子どもを主体とした教育委員会の姿勢をさらに明

確にしていきたいと考えている。 
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点検項目② 栄村就学相談委員会に関すること 

事務概要  ・就学対象児及び在校児童生徒の適切な就学指導。 

・就学相談委員会は 12 人の委員で構成し、年２回開催した。また、就学相談委

員会調査員会（サテライト会）は 7 人で構成し、５回の会議を開催した。 

評  価  ○ 障害のある子どもについては、障害の多様化の中で、本人や保護者の教育

に対するニーズの高まりのほか、地域の実情を踏まえた学校における支援体

制づくりなど様々な状況の変化を背景に、一人一人の障害の状況に応じた教

育的支援を行うことが、より一層求められている。こうした状況の中で、障

害のある児童生徒が教育制度一般から排除されないこと、生活する地域にお

いて初等中等教育の機会が与えられること、合理的で多様な配慮を求めるイ

ンクルーシブ教育システムの理念を大切にしながら本委員会の活動が着実に

特別支援教育の充実につながるようにさらに努力したい。 

 

 

点検項目③ 育英資金に関すること 

事務概要  ・平成２８年度末基金総額  ４６，５５４，４０８円 

      ・平成２８年度末貸付総額  ２５，１６８，０００円 

      ・平成２８年度中の貸付額   ３，３６０，０００円 

評  価  ○ 貸付状況は、平成 28 年度の新規貸付者が高校生 2 名、専門学校生１名、大

学生１名であり、平成 29 年 3 月 31 日現在の貸付者は 11 名である。また、

28 年度中の償還者は 27 名となっている。償還状況は、卒業後、社会人とな

って償還時期が来ても、様々な個別の事情により滞納者が生じているが、面

談等を行う中で理解を得ながら償還が滞ることのないよう指導している。し

かし、平成 29 年３月 31 日現在の滞納者は 4 名あり、継続して償還を求めな

ければならない。なお、平成 17 年度以降借入者の滞納はない。 

 また、償還方法が年 4 回に分けて償還するものであったものを貸付期間の

1.5 倍の期間内に償還することとし、償還方法も月賦、四半期賦、年賦のどれ

かを選択することができるように規則改正して、制度の見直しを行った。 

 基金全体の運営状況は借入者が減少してきたことなどにより、良好な運営

状況を保っている。 

 

 

点検項目④ 学力向上に関すること 

事務概要  ・学力向上委員会の設置。 

      ・全国標準学力検査（NRT）の実施。 

      ・夏期研修会、授業研究会の開催。 

評  価  ○ 本村では校長会が中心となって、平成 11 年度から「学力向上委員会」を組

織し、学力向上への取り組みを継続的に行っている。 「学力向上委員会」に
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おいて「全国標準学力検査」（NRT）の結果を分析し、指導についての具体的

な方策を立案して改善に努めてきた。今後も指導のあり方、小中連携のあり

方など各種研修会や研究授業を通じて「個に応じた教育」の追求と「小中学

校間との連携」を深めたい。また、信州大学教育学部伏木教授による少人数

集団の特性を生かした学力向上への研修体制等についてもさらに取り組み深

めて充実を期したい。 

 

 

点検項目⑤ 学校施設等の整備に関すること 

事務概要  ・学校施設維持修繕の実施。 

評  価  ○ 安全な教育施設環境の維持と改善のため、小規模な維持修繕及び改善工事

を予算配当内で実施することができた。 

 

 

点検項目⑥ 社会教育、公民館に関すること 

事務概要  ・栄村歴史文化館兼栄村公民館の管理運営 

・各種講座の開催 

・文化会館、図書室の管理運営。 

評  価  ○ 栄村における歴史と文化の拠点施設とするため旧志久見分校の改修工事を

平成２６年度に行い、「栄村歴史文化館兼栄村公民館」（通称：こらっせ）とし

てリニューアルした。平成 27 年 4 月から公民館として開館し、公民館長及び

公民館主事が常駐して管理運営を行っている。また、地域史料保全有志の会

の協力のもと平成 28 年 8 月に、民具、古文書などを展示した栄村歴史文化館

としてもオープンした。 

生涯学習講座や公民館事業は、村の食文化や歴史など学習する講座を 13 回

開催して参加者は述べ 136 人であった。今後も、その内容を随時検討しなが

ら、住民の意向を察知し、企画立案していかなければならない。また、各集落

公民館とも連携を保って公民館事業の活性化を図ることも必要である。さらに

村民が、この栄村で生きることの誇りとすばらしさを実感できる活動に努力し

たい。 

図書室の運営については、役場庁舎内の図書室の利用についても、最新本、

大活字本などそろえて利用者の思いに応えられるよう整備を図っている。 

 村民がより「読書」に接する機会を増やすため、秋の農閑期から冬季にかけ

て各集落を巡回する移動図書室は 4 年が経過し、地域に定着してきているが、

さらに周知方法等に工夫を重ねて読書の推進に努力しなければならない。 

 また、年度末には、地域、学校、家庭が連携してつながりを持った読書活動

を推進していくことを目指して、「栄村子ども読書活動推進計画」を策定し、

この計画に基づき関係施策を実施していくこととした。 
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点検項目⑦ 青少年健全育成に関すること 

事務概要  ・自然学校の開催 

・あいさつ運動の展開 

評  価  ○ 栄村青少年育成協議会への助成により実施した自然学校は、村の自然や歴

史文化、先人の知恵を学ぶことを通じて郷土愛と誇りを育むとともに普段の

生活環境とは異なるメンバーで活動することにより、協調性やリーダーシッ

プが育まれてきている。今後も、苗場山麓ジオパーク学習との関連性を高め

ながら事業内容の充実をすすめていきたい。 

 あいさつ運動は、毎月 1 回 2 ヶ所で実施しており、今後も継続して運動を

行うことが大切であり、子どもから村全体へ「あいさつ運動」が普及してい

くことが重要と考えている。 

 

 

点検項目⑧ 社会体育に関すること 

事務概要  ・各種スポーツ大会、スポーツ教室の開催 

      ・さかえスポーツクラブ（6 団体、会員 127 名）への支援。 

      ・農村広場他社会体育施設の維持管理。 

評  価  ○ スポーツ教室の内容は一般住民を対象に手軽にできる種目を選定し、村民

の健康保持に努めてきたが、今後更に村スポーツ推進委員会で議論を深めな

がら健康増進部局との連携に努めたい。 

 さかえスポーツクラブの会員数は年々減少しているが、年度当初に結団式

を行うなどして連携を保つ努力をしている。今後さらなる自主的活動を促し

ていくとともに、活動内容等を広く会報等で周知する事が必要と考えられる。

社会体育施設や農村広場などの維持管理に係る工夫や関係施設の役割と機能

に関する検討を進める必要があると考えている。 

 平成 29 年 2 月には、農村広場の芝生の整備や遊具の設置などについて利

用者と近隣住民の意見を聴く会を開催した。関係者の意見を参考にしながら

次年度以降、整備を進める計画である。 

 

 

点検項目⑨ 文化財等に関すること 

事務概要  ・栄村自然植物園、秋山郷保存民家の管理運営。 

      ・民具、古文書等の保存活用施設の整備。 

評  価  ○ 栄村自然植物園は北野天満温泉周辺に平成 19 年度から石沢進先生を中心

にして村内に自生している多用な植物を１箇所に集め観察できるよう整備を

行っている。200 種類余の植物が園内にあり、来園者に栄村の自然の特色を

理解していただき、保護への関心を高めている。しかし、適正な運営管理を
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将来的に維持していく困難性もあることから組織的体制を固めることが必要

であり、対応について検討を進めている。 

秋山郷保存民家は、地元老人クラブに平成 22 年度より管理を委託している。 

人がいることで来訪者にも喜ばれ、民家の保存上からも有効である。今年度は

棟部分を中心に茅葺屋根の補修工事を実施した。 

民具等の保存活用は、栄村における文化、歴史に関わる拠点施設として旧志

久見分校を全面的に改修して栄村歴史文化館として整備を行い、8 月 6 日に開

館式を行った。「地域史料保全有志の会」の協力を得ながら収蔵してある民具

等の展示とその活用を進めている。 

また、NPO 法人日本ジオパークネットワークから平成 26 年 12 月に認定さ

れた「苗場山麓ジオパーク」の取組について、教育的な観点から村民への発信

拠点となるような体制整備を進めている。 

 平滝地籍にある「ひんご遺跡」の調査が、県道改良工事に伴い北信建設事務

所から長野県埋蔵文化財センターに委託して実施され、多量の土器類などが発

掘された。調査結果報告書が作成された後、遺跡からの出土品については平成

30 年頃に村に返還される予定となっている。出土品の保存活用等については、

長野県埋蔵文化財センターの調査結果による学術的な重要性を踏まえて、関係

機関等と調整しながら具体化を図っていく計画である。 
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平成２８年度栄村教育委員会の主な会議状況 

 

会議名等    開催期日      主な会議の内容等 

４月定例教育委員会 4 月 26 日 ・栄村奨学金貸与規則の一部を改正する規則について 

・平成 28 年度年間計画について 

                ・栄村教育活動振興事業補助金交付要綱について 

・平成 28 年度教育委員会事務局体制について 

・平成 28 年度学校職員体制、学級編成について 

・平成 28 年度教員住宅の入居について 

                ・平成 28 年度所管委員会委員の選任状況について 

５月定例教育委員会 5 月 25 日 ・平成 28 年度要保護及び準要保護児童生徒の認定に 

ついて 

                ・県教育委員会及び市町村教育委員会相互の任免及び人事

等に関する了解事項の取り交わしについて 

                ・栄村立小中学校職員の営利企業等従事許可について 

村長と教育委員の懇談会 6 月 8 日 

                ・幼児教育について 

                ・総合教育会議のあり方、教育大綱の策定について 

                ・秋山分校の今後について 

                ・学力関係について 

６月定例教育委員会 6 月 29 日 ・栄村文化財保護審議会委員の任命について 

                ・教育委員会の職員の任命について 

                ・県教育委員会及び市町村教育員会相互の任免及び人事 

等に関する連絡調整の了解事項の取り交わしについて 

・第 10 回栄村駅伝大会について 

７月定例教育委員会 7 月 21 日 ・平成 28 年度栄村成人式について 

                ・平成 28 年度教育委員の学校訪問日程について 

                ・村史編纂事業への取組について 

８月定例教育委員会 8 月 24 日 ・栄村文化財保護審議会委員の任命について 

・第 6 次栄村総合振興計画（素案）について 

                ・長野県市町村教育委員会研修総会について 

                ・飯水地方教育委員会連絡協議会研修視察について 

                ・平成 29 年度ＡＬＴの配置について 

                ・平成 28 年度全国学力・学習状況調査結果について 

９月定例教育委員会 9 月 26 日 ・平成 28 年度義務教育関係諸学校教育職員等人事異動 

                 方針について 

・栄村ノルディックウォーキングについて 

・栄村総合文化祭について 
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会議名等    開催期日      主な会議の内容等 

10 月定例教育委員会 10 月 27 日  ・平成 28 年度栄村就学相談委員会の結果について 

・秋山分校の平成 29 年度体制について 

・通学路安全推進会議の経過及び冬期通学体制について 

・栄村子ども読書活動推進計画の策定について 

・学校での個人情報及び肖像権に関するガイドラインに 

ついて 

11 月定例教育委員会 11 月 21 日 ・第 6 次栄村総合振興計画素案について 

                ・第 44 回武蔵村山市民駅伝競走大会栄村選手団の参加に 

                 ついて 

12 月定例教育委員会 12 月 20 日 ・支援児童の就学先について 

・新潟県立津南中等教育学校受検希望者について 

・第 46 回栄村スキー大会開催要項案について 

１月定例教育委員会 1 月 17 日 ・平成 29 年度栄村教育施政方針（骨子）について 

・平成 29 年度教育費予算案について 

・平成 29 年度就学予定者の小学校又は中学校の指定に 

ついて 

・平成 28 年度中学校卒業予定者について 

・津南中等教育学校に係る通学支援に関する申し合せ 

事項の一部改正について 

・第 6 次栄村総合振興計画案について 

・第 47 回飯水小学校スキー大会について 

２月定例教育委員会 2 月 24 日 ・平成 29 年度栄村教育施政方針について 

                ・栄村子どもの読書活動推進計画について 

                ・栄村教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則 

について 

                ・栄村歴史文化館管理規則の一部を改正する規則について 

                ・栄村立小・中学校職員服務規則の一部を改正する規則に 

ついて 

                ・栄村コミュニティスクール実施要綱について 

                ・栄村村史編纂専門員設置要綱について 

                ・平成 28 年度小・中学校卒業式及び 29 年度小・中学校 

入学式について 

                ・平成 28 年度小・中学校卒業式教育委員会告示について 

                ・栄村社会教育委員他の委嘱について 

 

  



 - 9 - 

   会議名等    開催期日       主な会議の内容等 

３月定例教育委員会 3 月 28 日 ・平成 29 年度教職員及び教育委員会事務局職員の人事 

異動について 

                ・栄村公民館長の選任について 

                ・栄村公民館報編集委員の選任ついて 

                ・栄村スポーツ推進委員の選任ついて 

                ・平成 29 年度小・中学校入学式告示について 

                ・栄村コミュニティスクールの発足について 

 


